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関西大学博物館自己点検・評価報告書
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関西大学博物館自己点検・評価委員会
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は じ め に
本書は、「関西大学博物館自己点検・評価報告書」の2014（平成26）年度から2016（平成28）
年度（2014～2016）の報告である。この自己点検評価期間は、大学法人の評価期間に整合してい
る。この報告書を取り纏められた自己点検・評価委員会の米田文孝委員長及び小倉宗副委員長、
委員諸氏にその労を謝したい。
これまでの自己点検・評価報告では、関西大学博物館の設立にいたる経緯、収蔵資料の特徴を
示し、関西大学博物館の理念と目的を明らかにすることを報告の主眼とし、さらに施設の充実と
今後の展望と課題の幾つかを明示していただいている。
これらの報告を受けて、今回の第 ９ 回報告では、大学全体での博物館のあるべき姿と取り組み
について深く検討いただき、さらに外部評価や統一的な自己点検・評価方法に対応した評価を行
って頂けたと考える。
自己点検・評価報告書の要諦は、情報公開の下で実態の公表が行われ、各構成員・機構の自己
点検を可能にすることであり、提示された点検・評価と提言をすべての構成員が再検討し、合意
を形成できる場合には、その自己点検・評価に即した改善や改革への方策がとられることになる
ことである。今回の報告書が、その出発点となることを、心から期待するところである。
 2018年 3 月31日
 関西大学博物館長
 米　田　文　孝
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 2018年 3 月 ２ 日
関西大学博物館
館長　米　田　文　孝　殿
関西大学博物館
自己点検・評価委員会
委員長　　米 田　文 孝
関西大学自己点検・評価に基づく調査報告書（2014～2016）の提出について
当委員会は、関西大学博物館自己点検・評価委員会規程（平成 8 年 1 月26日制定）の定めると
ころにより、自己点検・評価を行いましたので、ここにその結果をご報告申し上げます。
当委員会は、2017年 ４ 月に開催された自己点検・評価委員会で発足しました。関西大学博物館
自己点検・評価委員会規程（平成 8 年 1 月26日制定）第 3 条、第 ４ 条､ 第 ５ 条の定めるところに
より、米田文孝・小倉宗・石立弥生子・山口卓也の各委員の任命が承認されました。併せて、委
員の互選により米田委員が委員長に選出され、副委員長は規約に則して委員の中から委員長が小
倉委員を指名し承認されました。
当委員会は、関西大学博物館自己点検・評価委員会規程 8 条の定めるところにより自己点検・
評価を行い、その結果を報告書に取り纏めて館長に提出することになっておりますので、規程 7
条に掲げる事項について自己点検・評価を行いました。ここに、その結果をご報告申し上げます。
今回の調査報告書を担当した2017年度の関西大学博物館自己点検・評価委員会の構成は、以下
の通りです。
　関西大学博物館自己点検・評価委員会委員（2017年度）
　　委 員 長　米田　文孝（規程第 3 条第 1 項第 1 号に規定する委員）
　　副委員長　小倉　　宗（規程第 3 条第 1 項第 1 号に規定する委員）
　　委　　員　石立弥生子（規程第 3 条第 1 項第 ２ 号に規定する委員）
　　　　　　　山口　卓也（規程第 3 条第 1 項第 3 号に規定する委員）
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点検と評価
本学の博物館は、1954（昭和29）年、末永雅雄教授により設置された考古学資料室を前身とし
て、1994年に「博物館法」による博物館相当施設として開館した。学内施設ではあるが、学外に
広く公開される博物館として、ユネスコ国際博物館会議（ICOM）に規定される理念と、日本国
内法である「博物館法」第 ２ 条に規定される目的に準拠して運営している。
博物館は、千里山キャンパス内の簡文館（旧図書館本館、登録有形文化財、大阪府指定文化財）
と、文部科学省「私立大学学術研究高度化推進事業」の採択を契機に建設された増築棟に設置さ
れている（総面積1816.28㎡）。付帯施設として、高松塚古墳壁画再現展示室が設置される。考古
学や歴史学、美術史を中心とした展示を行っている。
博物館の管理運営は「規程」に従い、博物館運営委員会によって行われている。自己点検・評
価委員会も設けられており、 3 年毎に自己点検・評価報告書を作成している。博物館は、規程に
定めるとおり、多様な史資料・図書等の収集、整理、保管、展示および調査研究活動を行い、大
学における教育および研究の発展のために寄与することを目的とする。各種の講座や講演会の開
催、地域連携やネットワーク活動など、社会の今日的な要請に対応した社会連携・貢献活動を行
っている。博物館は、学外から関西大学をみるための大きな「窓」となっている。
2014年度から年史編纂室が博物館事務室の所属となり、博物館と年史編纂室、年史資料展示室
の一体的な活動の展開が可能となった。大学のさまざまな研究・教育・地域連携や社会貢献発信
の場として、機能的な活動ができることは評価できる。
2014（平成26）年の博物館開設20周年を記念して、2013（平成25）年度に展示室の大規模改修
工事を行ない、大形壁面展示ケースを導入、さらに常設と企画展示室を交換した。2014（平成
26）年度には、図書館と博物館の連携展「関西大学名品万華鏡―館館選イチオシ！―」など展示
会と実践研修会などを開催するなど、施設の充実が博物館活動の活性化につながった。
2016（平成28）年度には、本学創立130周年を記念して、本学博物館とともに学外の大阪歴史
博物館に第 ２ 会場を設ける記念展示会を開催し、所蔵の名品、知の財産、研究成果などを広く学
内外に発信したことは特筆に値する。
展望と課題
博物館は、学内で唯一の恒常的に学内外に公開された施設であり、教職員・在学生だけでなく、
広く地域、周辺の各級学校、校友、ご父母など、さまざまな対象にアプローチをもつ機関である。
博物館の充実は、学外に対して関西大学の教育研究環境の優れていることをアピールする「道具」
となり得る。博物館の年間入館者数は、2014年度21,955人を最大として、2015年度11,553人、2016
年度13,436人と変動が大きく、展示企画やイベントなどをさらに活性化して、学内外から安定し
た来館者層を呼び起こす必要がある。本学の学術研究成果の発表的な展示企画とともに、広く地
域社会や各級学校の児童生徒にアピールできる間口の広い企画もあることが望ましい。
本学博物館では、地域に開かれた社会教育行事としてキッズ・ミュージアムを実施している。
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小中生の夏季学習や総合学習に対する義務教育への支援活動の一環であるとともに、大学進学前
の児童・生徒に関西大学を知らしめる一大イベントとなっている。博物館学課程担当の教職員が
協力して、児童・生徒の夏季学習や総合学習に対する義務教育支援活動の一環として行われるも
のであり、本学博物館の展示・収蔵資料を有効活用するとともに、大学の教育と調査研究の成果
をわかりやすく社会に還元することも目的としている。あわせて将来、博物館学芸員職・研究職
に就くことを希望する博物館実習受講生のインターン・シップの役割も兼ねている。毎年参加者
が増えて、2016年には2,160名の参加があった。
校友会や教育講演会の行事に連携した公開日は、校友や保護者、在学生が博物館を見学し、広
く大学の多様性と機能を確認し、帰属意識を高める場所として役立っている。
オープンキャンパスの開催時、積極的な地域や保護者、高校生の博物館見学受入などを行って
いる。今後、中学校の総合学習や高大連携事業の一環で、考古学・歴史学の学習に意欲を示す高
校生への情報発信や大学進学のための導入教育の場として、見学や講義、講座など博物館施設が
活用される機会が増え、また教職員がそれに関与する機会も増えていることから、この分野での
活動の重要性がますます増大すると見込まれる。
文化庁が募集する地域と共動した美術館・歴史博物館創造活動支援事業として、関西大学博物
館が中心館となり、2013年度から関西圏の大学博物館・資料館が集まって「かんさい・大学ミュ
ージアムネットワーク」を設立し、活動を続けている。また、北大阪にある公立・私立の博物館・
美術館、動植物園など53館園で組織された「北大阪ミュージアム・ネットワーク」でも、設立当
初から地域文化資源の整備・活用に積極的に取組んでいる。
博物館は、限られた物的・人的資源を創意工夫・活用し、その設立理念と目的を達成する努力
を続けている。関西大学の学外に開かれた窓として、博物館からの発信機能をさらに充実させて
いくことが必要不可欠である。博物館ミュージアム講座、博物館関係職員や文化財に関心のある
方対象の「博物館実践実習研修会」などを、さらに発展させていくことが必須である。
1996年、文部省学術審議会・学術情報資料分科会学術資料部会は、「ユニバーシティー・ミュ
ージアムの設置について（報告）」と題する答申を発表した。この答申では大学博物館は収蔵・
展示・研究の場であることはもとより、学術情報の発信・受信基地としての役割が重視されてお
り、大学博物館には「社会に開かれた大学」の窓口の一つとして、研究成果の公開・展示を行う
とともに、学術研究と高等教育に資する資源として活発かつ有効的な活用が求められている。こ
れを受けて、国立大学では、その後の25年の間に博物館施設の新設が進んだ。大学設置基準に博
物館設置を必須としていないこともあり、私立大学での設置数は足踏みしているが、本学博物館
は充実した私立大学博物館の嚆矢であり、機能的にもっとも充実した存在であるとみなし得る。
「かんさい・大学ミュージアムネットワーク」での活動は、大学博物館としての本学博物館の価
値を認知させる場所として評価できる。
博物館に不足し、充実する必要のある喫緊の活動領域として、博物館独自の調査研究活動の充
実があげられる。「社会に開かれた大学」の窓口として、学内外に開かれた博物館の役割を充実
させていくには、学芸員が調査研究を推進し、その成果を社会に発信する全学的な組織・制度の
整備も望まれる。博物館と学内関係者が協力して、研究と普及の活動を行うことが必要となる。
あわせて、現状でもかなりの成果を上げているとはいえ、調査研究のいっそうの充実のため、研
究員の制度的配置などについても議論が必要である。
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1 　施設の概要
博物館開設20周年を記念して、2013（平成25）年度、展示室改修および大型展示ケースの設置
工事を行い、2014（平成26）年度、リニューアルオープンした。
第 1 展示室に幅15ｍの大型展示ケースを設置して、大型屏風や長尺物の資料の展示を可能とし
た。また、第 1 展示室の床を10cmかさ上げして埋め込み電源を配置し、展示ケースの移動を容
易化した。さらに、第 1 展示室を企画展示室（特別展示室）に、第 ２ 展示室を常設展示室に入れ
替えを行った。その結果、第 1 展示室は、比較的温湿度が安定していることから、絵画や古文書
などの紙資料や工芸品の展示を安全におこなうことができ、また四角い空間のため、企画に合わ
せて多様な展示レイアウトへの転換が可能となった。第 ２ 展示室では、安定した材質の多い考古
資料を常設展示する。その他、既存ケースの改修（照明、キャスター付与）、床タイル張り替え、
倉庫・収納式つい立の設置などを行った。
⑴　簡文館の概要
　ア　構　　造　　鉄骨・鉄筋コンクリート造陸屋根地下 1 階付 ４ 階建
　イ　建築面積　　2,190.12㎡
　ウ　延 面 積　　4.058.73㎡
　エ　登録有形文化財（建造物）
　　　 　「登録有形文化財（建造物）」として選定され、2007（平成19）年 7 月31日付けをもっ
て、登録番号第27-0426号として文化財登録原簿に登録され、 8 月13日付け官報号外第
181号で告示された。
　オ　2011（平成23）年度、簡文館建物のうち、昭和 3 年・30年部分に対し耐震工事を行った。
　カ　2018（平成30）年 3 月23日、大阪府指定文化財（建造物）に指定される。
⑵　博物館部分の床面積
　関西大学博物館施設の概要
名　称 各　床　面　積　　（㎡） 合計面積（㎡）
展　示　室
特別（第 1 ）展示室 262.00
常設（第 ２ ）展示室 350.00
 612
収　蔵　庫
特別収蔵庫A101.00　　特収蔵庫B59.00
一般収蔵庫59.00　　　　前室その他215.35
 434.35
実　習　室 86.00   86
図　書　室 43.00   43
館　長　室 29.00   29
事　務　室 事務室85.00、パントリー8.00   93
そ　の　他
閲覧コーナー24.00、受付43.00、ホール9.00、WWC（ 3 階）
18.00、バルコニー（ ２ 階）7.00、その他417.93
 518.93
総　面　積 1816.28
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⑶　高松塚古墳壁画再現展示室の概要
　ア　構　　造　　鉄骨造ガラス板ぶき平屋建
　イ　建築面積　　33.64㎡
　ウ　延 面 積　　33.64㎡
⑷　施設の平面図（後掲）
2 　組　織
⑴　博物館運営委員会
博物館運営委員（2014年度～2016年度）
    選出母体（所属）    　氏　名   任　期
 博物館長 文学部教授 藪田　　貫 2012.4.1～2015.3.31
  文学部教授 長谷　洋一 2015.4.1～2016.9.30
  文学部教授 米田　文孝 2016.10.1～2020.9.30
 学部選出委員 法学部教授 市川　訓敏 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2017.3.31
  文学部教授 中谷　伸生 2014.4.1～2016.3.31
  文学部教授 山本　　卓 2016.4.1～2018.3.31
  経済学部准教授 秋岡　弘紀 2014.4.1～2016.3.31
  　 〃 　准教授 熊谷　幸久 2016.4.1～2016.9.30
  経済学部教授 春日　秀文 2016.10.1～2018.3.31
  商学部教授 池島　正興 2014.4.1～2016.3.31
  　〃　准教授 片岡　　進 2016.4.1～2018.3.31
  社会学部准教授 古川　　誠 2014.4.1～2016.3.31
  　 〃 　教授 松原　一郎 2016.4.1～2017.3.31
  政策創造学部教授 安武　真隆 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
  外国語学部教授 石原　敏子 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
  人間健康学部准教授 福田　公教 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
  総合情報学部教授 吉田　宣章 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
  社会安全学部教授 山崎　栄一 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2016.9.30
  　　 〃 　　教授 辛島恵美子 2016.10.1～2017.9.31
  システム理工学部教授 大村　泰久 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
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  環境都市工学部教授 山本　秀樹 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
  化学生命工学部教授 池田　勝彦 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
 学識経験者 文学部教授 大谷　　渡 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2017.3.31
  文学部教授 長谷　洋一 2014.4.1～2015.3.31・
    2016.10.1～2018.3.31
  文学部教授 森　　隆男 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2017.3.31
  文学部教授 米田　文孝 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2016.9.30
  文学部准教授 小倉　　宗 2015.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
 学術情報事務局長  篠塚　義弘 2015.4.1～2017.3.31
 学術情報事務局次長（博物館事務長事務取扱） 熊　　博毅 ～2015.3.31
 学術情報事務局次長 宮下　澄人 2015.4.1～役職在任中
 博物館事務室事務長 石立弥生子 2015.4.1～役職在任中
⑵　博物館自己点検・評価委員会
博物館自己点検・評価委員（2014年度～2016年度）
 委員長 文学部教授 米田　文孝 2014.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
 副委員長 文学部教授 長谷　洋一 2014.4.1～2015.3.31
  　〃　准教授 小倉　　宗 2015.4.1～2016.3.31・
    2016.4.1～2018.3.31
 学術情報事務局次長（博物館事務長事務取扱） 熊　　博毅 ～2015.3.31
 博物館事務室事務長 石立弥生子 2015.4.1～役職在任中
 博物館事務室　学芸員 熊　　博毅 2015.4.1～2016.3.31
 博物館事務室　学芸員 山口　卓也 2014.4.1～2016.3.31
 博物館事務室　学芸員 石立弥生子 ～2015.3.31
⑶　博物館（○印は学芸員）
2016（平成28）年度に挙行された創立130周年記念事業の一環である記念展示会を遂行する
ために、2015（平成27）年 ９ 月に非常勤嘱託 1 名が博物館事務室に配属された。さらに、博物
館事業や展示活動の充実のため非常勤嘱託 ２ 名が配属された。
また、本学の博物館学課程は1961（昭和36）年創設以来、各方面に多くの学芸員や専門家を
輩出してきたが、最近の博物館を取り巻く厳しい事情もあいまって、先駆的に環境を整備した
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他大学等と比較して、本学出身者の博物館等への採用数は激減している。そのため、学芸員志
望の大学院生等複数名を博物館で雇用し、特別展開催や研究成果の発表などを義務付ける就業
支援体制として、即戦力をもった高度専門職業人を養成していくため、2017（平成29）年度の
実施に向けて「学芸アシスタント（Curation Assistant, 略称｢C.A.｣）」制度を整備した。
  2014年度  2015年度  2016年度
館　長  薮田　　貫 ○長谷　洋一 ○長谷　洋一（～2016.9.30）
     ○米田　文孝
      　（2016.10.1～2020.9.30）
次　長   ○熊　　博毅  宮下　澄人
事務長 ○熊　　博毅 ○石立弥生子 ○石立弥生子
学芸員 ○山口　卓也 ○山口　卓也 ○山口　卓也
 ○石立弥生子 ○伊藤　伸明 ○伊藤　伸明
 ○伊藤　伸明   ○熊　　博毅
事務職員  岡村千代美  岡村千代美  岡村千代美
  ハイバーグ礼子  ハイバーグ礼子  田中　愛子
学芸員（嘱託）   ○文珠　省三 ○文珠　省三
   ○青木　真兵 ○古川　　桂
   ○高橋　沙希 ○高橋　沙希
定時事務職員  ５ 名  ５ 名  8 名
非常勤研究員  北川　裕子  藪田　　貫
3 　事　業
博物館は2014（平成26）年 ４ 月に20周年を迎えた。これを記念して、博物館エントランスに寄
贈者の芳名板を設置して、 3 月31日に除幕式を行った。オープニングセレモニーには、理事長、
学長やご芳名掲載関係者21名のほか、図書館・博物館関係者など合計49名の出席があった。また、
関西大学創立130周年記念事業と図書館創設100周年事業と合同で記念展示会「図書館・博物館連
携企画展関西大学名品万華鏡―館館選イチオシ！―」、実践研修会「博物館の明日をきたえる」
などの事業を行った。
2012（平成24）年度に大学で加入した奈良国立博物館・京都国立博物館の「キャンパスメンバ
ーズ制度」が2014（平成26）年度に、博物館に業務移管された。
文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「大阪都市遺産の史的検証と継承・発展・発
信を目指す総合的研究拠点の形成」プログラムは、2014（平成26）年度に終了した。
2016（平成28）年度には、本学創立130周年記念展示会として、第 1 会場（関西大学博物館）「関
西大学のちから　～伝統への自信　未来への考動～」と第 ２ 会場（大阪歴史博物館特集展示室）
「関西大学蔵　本山コレクションの精華」の ２ 館で並行して展示会を行い、全学体制で大学に所
蔵されている名品、知の財産、研究成果等を学内外に示した。
2014（平成26）年度から京都工芸繊維大学が所蔵する村野藤吾の設計図面のうち、本学関係の
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もの2000点あまりをスキャンしたものの披露の意味を兼ねて、写真展を実施している。
⑴　資料の収集・整理及び保管
ア　収蔵資料数（2017.3.31現在）
 形態
種別 実物 標本 模写 模型 図書 図表 写真 映像 音響 その他 合計
絵　　画 10 17 　 　 　 　 　 27
彫　　刻 1 　 ２ 6 　 　 　 　 　 ９
工 芸 品 655 　 　 10 10 　 　 1 ２ 678
書 籍・典 籍 
・文書
5,387 　 　 ２ 　 1 　 　 　 5,390
考古資料 21,097 　 　 135 1 8 　 　 ４ 21,245
民俗文化財 1,015 　 　 36 　 1 　 　 　 1,052
産業史資料 173 　 　 　 　 　 1,488 　 1,661
自然科学資料 353 　 　 　 　 　 　 353
その他 1,101 　 　 1 　 3 　 　 　 1,105
図
　
書
辞書等 　 　 1,101 　 　 　 　 　 　
図　録 　 　 5,311 　 　 　 　 　 11,368
紀　要 　 　 4,956 　 　 　 　 　 　
合　　計 29,439 353 19 188 11,370 11 13 0 1,489 6 42,888
（注） 1 　一括資料を一点として計上したものを含む。
　　  ２ 　未整理資料は除く。
イ　指定文化財数
ア　重要文化財　　　　　16点（附 6 点を含む）
石枕　　　　　　　　 1 点　伝奈良県天理市柳本
玦状耳飾　　　　　　 6 点　大阪府藤井寺市国府遺跡　　丸玉　　　　 1 点　同　左
鉢形縄文土器　　　　 1 点　同　上　　　　　　　　　　高坏型土器　 1 点　同　左
籠型土器　　　　　　 1 点　同　上　　　　　　　　　　銅鏃　　　　 ５ 点　同　左
（附）縄文土器残欠 　 6 点　同　上
イ　重要美術品　　　　　12件
銅鐸　　　　 ４ 点　大阪府四条畷市他　　鶏形埴輪　　　 1 点　愛媛県大洲市南久米
石人頭部　　 1 点　福岡県八女市吉田　　石ゆき上半部　 1 点　同　上
銅製壺鐙　　 1 点　出土地不詳　　　　　平形銅剣　　　 1 点　愛媛県新居浜市
鋳銭資料　　一括　山口県豊浦郡長府　　鹿角製刀装具　 ２ 点　福岡県糸島郡雷山古墳
ウ　登録有形文化財（美術工芸品部門の考古資料）18,945点
　2011（平成23）年 6 月27日、文化庁は「本山コレクション」（18,945点）を登録有形文化
財（美術工芸品部門の考古資料）に登録することが官報第114号で告示され、これによって、
「本山コレクション」のうち、考古資料のすべてが国の指定文化財、および登録有形文化財
となった。
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ウ　収蔵資料の充実
ア　寄贈資料の受け入れについて
　2014年度
資料名 数量 備考
敦煌　1993年　江甘粛人民出版社刊・日本書画人名事典　
大正 3 年
いろは辞典　文化11年
3 点 大門氏の蔵書
本山彦一氏遺愛真鍮製手焙 1 点 車載携帯火鉢
インド　ブッダガヤ遺跡　仏足石拓本（津谷鹿市氏採拓）・
インド　ヒンズー教ガンジス河神ワニと飛天レリーフ拓本
（津谷鹿市氏採拓）
２ 点 ヒンズー・仏教遺跡
ネパール　経文　椰子葉冊子 1 点 シンハラ文字の経文
日本刀 3 振、模造刀 ２ 振、サーベル 1 振 6 点 刀剣コレクション
刀匠河内國平氏作刀　太刀 1 点
象牙製寒山拾得筆入れ　 1 点　中国・筆各種　15点 16点
実地踏測大阪市街全図　大正 8 年 ５ 月10日発行・北海道移
住手引草第23　北海道庁拓殖部編大正12年 7 月15日発行・
大槻文彦書・高田竹山書・秋田実書写真
５ 点
2015年度
資料名 数量 備考
九頭神廃寺出土軒丸瓦破片 1 点
日本刀関連書籍 30冊
「ハムラビ法典」 ２ 点 1 組 1 組
自立式展示パネル・陳列棚等 6 点
友禅染作品 39点
狩野永岳「瀧」 1 点
津谷鹿市氏インド古代遺跡採拓　拓本　200件202点 202点
2016年度
資料名 数量 備考
具足・鎧櫃（江戸時代） 1 式
中国古代銅鏡21点　　朝鮮古瓦 1 点・青銅壷 1 点 23点
孔雀縫い取り小紋 1 点・本金箔名物裂間道 1 点 ２ 点
「御大禮記念」（大正天皇即位式記録） 1 冊 北陽高校卒業生
書画掛け軸 7 本
日本刀（人間国宝　宮入昭平作刀） 1 本
冬木理紗男（雅号 偉沙夫）氏作 漆芸 ４ 点 卒業生のご父母
三浦内膳宛　井伊兵部少輔書状 1 点 校友・文学部非常勤講師
「神点　御名」弘化二年　 大宮司藤原朝臣逸寛・附札文書
「改名窺」明治三年
２ 点 校友
SPレコード「松本コレクション」 1 式
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イ　購入資料について
　2014年度
№ 受入日 資料名 数量 時代等 備考（生産地）
1 2015.01.27 藍ガラス盃・盃台 ２ 江戸後期 江戸
２ 2015.01.27 型吹ガラス黄輪花深皿 1 江戸中期 長崎
3 2015.01.27 切子ガラス三ツ盃 3 江戸後期 江戸
４ 2015.01.27 切子ガラス大脚付盃 1 江戸後期 江戸
５ 2015.01.27 切子ガラス合子（肉池） 1 江戸後期 江戸
6 2015.01.27 無尽燈 1 江戸 江戸
7 2015.01.27 藍ネジ文入ガラス笄 ２ 江戸後期 江戸
8 2015.01.27 緑ガラスコップ 6 明治 　品川？
９ 2015.01.27 赤縁輪線入ガラス鉢 3 明治
10 2015.01.27 三色ガラスコップ 1 大正
11 2015.01.27 押型ガラス皿 10 明治 品川
2015年度
№ 受入日 資料名 数量 時代等 備考（生産地）
1 2016.03.17 蓄音機HMV197 1 1920年代 イギリス製
エ　資料の寄託・貸借
ペルー土器一式    29 使用貸借 2018.02.01まで
近世・近代貨幣等 1,249 使用貸借 2017.06.19まで
石器図・牽牛子塚古墳出土夾紵棺破片 6 点     7 使用貸借 2018.07.15まで
ア　資料の修理
　2014年度
末永雅雄先生復元「古墳時代甲冑」横矧板革綴短甲・草摺（復元）
　同　　　　　　　　　　　　　　短甲背部の修理（復元）
浅野忠義銘具足の修理
　2015年度
河内國平作日本刀　白鞘直し　割鞘修理・鯉口修理・目釘座入れ
末永雅雄先生復元「古墳時代甲冑」鉄三角板革綴衝角付冑・短甲・装具（復元）
　同　　　　　　　　　　　　　　竪矧板革綴短甲（復元）
　2016年度
河内國平作日本刀拵え一式
宮入昭平作太刀　修理
永雅雄先生復元「古墳時代甲冑」鉄三角板革綴衝角付冑・短甲・装具（復元）の短甲
― 92 ―
（古墳時代）の修理
利休屏風二曲一双の修理
⑵　資料等の展示及び公開
ア　展示資料数（常設展示のみ）
　第 ２ 展示室（縄文・弥生・古墳時代資料）　572点（一括資料は 1 点として計上）
イ　開館日数・入館者数
月
2014（平成26） 2015（平成27） 2016（平成28）
開館日数 入館者数 開館日数 入館者数 会館日数 入館者数
４  26  1,827  26  1，190  27  ２，156
５  26  5,055  24  ２，007  24  ２，569
6  26  2,775  27  1,147  28  ２，075
7  26  1,940  23    479   ２    126
8   ４  3,635   ４  3，338   ４  3,236
９   7     78   8     80   0      0
10  26    432  26    718  25  1,130
11  22    902  25    894  11    654
12  21  1,698  21    435  18    566
1  22  2,855  19    415  18    178
２  17    132  17    404  16    386
3  17    666  15    446  14    360
計 240 21,995 236 11，553 187 13,436
⑶　調査研究活動ならびにその発表と出版
ア　刊行物
　2014年度
書名・紙名 号　数 発行日
阡陵
第69号 2014.09.30
第70号 2015.03.31
博物館紀要 第21号 2015.03.31
企画展図録　図書館・博物館連携企画展図録
「関西大学名品万華鏡　館館選イチオシ！」
─ 2014.04.01
平成26年度文化庁地域を核とした美術館・歴史博物館支援事業
関西圏大学ミュージアム連携活性化事業／交流する大学ミュージアム
を目指して　事業実施報告書「大学の扉を開く」
─ 2015.01.31
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　2015年度
書名・紙名 号　数 発行日
阡陵
第71号 2015.09.30
第72号 2016.03.31
博物館紀要 第22号 2016.03.31
企画展図録
「かんさい・大学ミュージアムネットワーク連携展「大学の扉を開く」」
─ 2015.04.01
夏季企画展図録「矢原繁長展　―直観―」 ─ 2015.06.13
平成27年度文化庁地域を核とした美術館・歴史博物館支援事業
関西圏大学ミュージアム連携活性化事業／交流する大学ミュージアム
を目指して　事業実施報告書「大学の扉を開く」
─ 2016.01.31
　2016年度
書名・紙名 号　数 発行日
阡陵
第73号 2016.09.30
第74号 2017.03.31
博物館紀要 第23号 2017.03.31
平成28年度　関西大学博物館春季企画展図録
「なごみのガラス―坂崎幸之助　和ガラスコレクション―」
─ 2017.04.01
平成28年度文化庁地域を核とした美術館・歴史博物館支援事業
関西圏大学ミュージアム連携活性化事業／交流する大学ミュージアム
を目指して　事業実施報告書「大学の扉を開く」
─ 2017.02.28
⑷　講演会、講習会、研究会及び展示会の開催
ア　「関西大学ミュージアム講座」の開催
 主催：関西大学博物館、大阪都市遺産研究センター、地域連携センター
開催日 テ　　ー　　マ 講　　師
参加
者数
会　場
2014.11.07 なにわの文化遺産⑼
牧村史陽氏旧蔵写真で見る
大阪の都市遺産
大阪都市遺産
研究センター
特任研究員
内田　吉哉
72
簡文館
セミナー室2014.11.14
『摂津名所図会』でめぐる
大阪
大阪都市遺産
研究センターPD
中尾　和昇
72
2014.11.21
資料からみる
近世なにわ・大坂の食文化
―魚文化誕生の背景―
尾道市立大学
経済情報学部講師
森本　幾子
72
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 主催：関西大学博物館、地域連携センター
開催日 テ　　ー　　マ 講　　師
参加
者数
会　場
2015.10.24
関西大学と
百舌鳥・古市古墳群関西大学考古学研究室による
百舌鳥・古市古墳群の研究史
宮内庁書陵部陵墓課
陵墓調査官
徳田　誠志
71
簡文館
セミナー室
2015.10.31
百舌鳥・古市古墳群における
近年の調査成果
堺市世界文化遺産
推進室　技師
十河　良和
76
2015.11.07
百舌鳥・古市古墳群の
世界文化遺産登録にかかる
大阪府の取り組み
大阪府教育委員会
技師
山上　　弘
51
 主催：関西大学博物館、地域連携センター、大阪歴史博物館
開催日 テ　　ー　　マ 講　　師
参加
者数
会　場
2016.10.09
本山コレクションの精華
︱
本山彦一と大阪、関西大学
︱
本山彦一と近代大阪の
新聞事業と文化
大阪歴史博物館
学芸員
船越　幹央
70
大阪
歴史博物館
講堂
2016.10.23
第 1 部：講演「本山コレクシ
ョンの来歴― 木村蒹葭堂・
神田孝平・本山彦一―」
第 ２ 部：討論「本山彦一と大
阪、大阪毎日新聞、関西大学
をめぐって」
宮内庁書陵部陵墓課
陵墓調査官
徳田　誠志
パネリスト：
　　　徳田・船越
進行：長谷　洋一 
　　　（当館館長）
70
2016.11.06
本山コレクション
ペルーの土器の由来
毎日新聞
専門編集委員
佐々木泰造
70
イ　「キッズミュージアム（旧称「なんでも相談会」）」の開催
 後援：吹田市・吹田市教育委員会
年度 開催日 開催時間 開催イベント 参加者数
2014 07.24・08.01～08.02 10：00～16：00 キッズミュージアム 1,458
2015 07.23・08.04～08.05 10：00～16：00 キッズミュージアム 1,867
2016 07.26・08.02～08.03 10：00～16：00 キッズミュージアム 2,160
ウ　企画展の開催
年度 タイトル 会期 日数 入館者数
2014
図書館・博物館連携企画展「関西大学名品万華鏡
―館―館選イチオシ！」
04.01～05.18 39  5,570
夏季企画展「角倉素庵と俵屋宗達　江戸初期の能
書家と絵師、知られざる二人の偉業」
06.15～07.19 31  3,162
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2014
特別展「高橋選手　織田選手　町田選手　栄光の
軌跡」
05.17～08.04 71 12,239
特別展「勇気と感動をありがとう！　高橋大輔さん」
12.01～01.17 32 4,382関西大学泊園記念会・大阪都市遺産研究センター　
「新収蔵資料展」
2015
かんさい・大学ミュージアム連携展「大学の扉を
開く」
04.01～05.17 38 2,958
夏季企画展「矢原繁長展　―直観―」 06.13～07.18 32 1,245
冬季企画展　北大阪ミュージアム・ネットワーク
連携展「北大阪の絵画」
12.01～01.16 29   774
「関西大学と村野藤吾」／建築学科卒業設計展 02.16～02.25  ９   328
2016
関西大学創立130周年記念事業　春季企画展
「 なごみのガラス 
―坂崎幸之助　和ガラスコレクション―」
04.01～06.30 79 6,800
関西大学創立130周年記念展示会　第 1 会場
「 関西大学のちから 
～伝統への自信　未来への考動～」
10.05～11.14 36 1,784
「関西大学と村野藤吾」／建築学科卒業設計展 01.16～02.28 29   537
エ　講演会の開催
　2014年度
開催日 内容 参加者数 会　場
2014.06.23
博物館実習実践研修会
　　第 1 回　表装研修 講師　藤枝　宏治　
30
増築棟 1 階
セミナー室
2014.06.28
博物館実習実践研修会
　　第 ２ 回　日本刀研修 講師　河内　國平・
 河内　晋平　
30
増築棟 1 階
セミナー室
2014.07.07
博物館実習実践研修会
　　第 3 回　煎茶研修 講師　佃　　一輝　
29
増築棟 1 階
セミナー室
2014.07.05
企画展関連　ワークショップ
「嵯峨本活字フォントの魅力」
　　講師　林　　　進・森上　　修・永原　康史・
　　　　　鳥海　　修・尾形　　忍
35
増築棟 1 階
セミナー室
2014.07.12
企画展関連　講演会「素庵と宗達」　
 講師　林　　　進　
80
博物館
特別展示室
　2015年度
開催日 内容 参加者数 会　場
2015.06.22
博物館実習実践研修会
　　第 1 回　表装研修 講師　藤枝　宏治　
34
増築棟 1 階
セミナー室
2015.06.27
博物館実習実践研修会
　　第 ２ 回　日本刀研修 講師　河内　國平・
 河内　晋平　
38
増築棟 1 階
セミナー室
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2015.07.09
博物館実習実践研修会
　　第 3 回　煎茶研修 講師　佃　　一輝・
 佃　　梓央　
45
増築棟 1 階
セミナー室
2015.04.24
連携展関連　講演会
「 あれも大阪、これも大阪～栄養菓子グリコ、日本
初ウイスキー、世界初ターミナル百貨店etc.～」
 講師　興津　厚志　
58
増築棟 1 階
セミナー室
2015.05.14
連携展関連　講演会と蓄音機による演奏会
「 ポピュラー音楽の誕生と蓄音機～音楽複製への欲
望をめぐって～」
 講師　柳　　知明・小川　博司　
90
増築棟 1 階
セミナー室・
特別展示室
2015.06.20
企画展関連　講演会「物質：理性と感性の距離」
 講師　矢原　繁長　
13
増築棟 1 階
セミナー室
2015.10.23
大阪浪漫　上方舞とお座敷遊び
 講師　小　　　琳・長尾　多栄・片岡　明子　
85
博物館
常設展示室
2016.01.12
北大阪ミュージアム・ネットワーク連携展
シンポジウム「北大阪の絵画をめぐって」
 講師　千田　康治・清水　邦彦・市村　茉梨・
 高野弥和子・仙海　義之・橋爪　節也　
85
増築棟 1 階
セミナー室
　2016年度
開催日 内容 参加者数 会　場
2016.05.14
春季企画展　講演会
「 和ガラスの歴史と美―びいどろ・ギヤマンから
ガラスへ（坂崎幸之助コレクションに寄せて）」
 講師　岡　　泰正　
98
尚文館 1 階
マルチメディア
AV大教室
2016.05.21
村野藤吾作品としての関西大学千里山キャンパス　
トークと建築見学
 講師　橋寺　知子　
91
第 1 学舎
B102
2016.06.13
春季企画展　学術シンポジウム「なごみのガラス
―坂崎幸之助　和ガラスコレクション―」
　　特別参加　坂崎幸之助
　　講師　米田　文孝・幸塚　広光・与謝野有紀
409
100周年記念
会館ホール
2016.06.25
博物館実習実践研修会
　　第 1 回　日本刀研修 講師　河内　國平・
 河内　晋平　
30
増築棟 1 階
セミナー室
2016.06.27
博物館実習実践研修会
　　第 ２ 回　保存科学研修 講師　伊藤　健司　
22
増築棟 1 階
セミナー室
2016.07.05
博物館実習実践研修会
　　第 3 回　友禅染研修 講師　小島　伸治　
33
増築棟 1 階
セミナー室
2016.10.28
上方伝統文化体験講座「上方歳時記　黒御簾音楽」
　　　　　囃子：藤舎　呂鳳・藤舎　勘秀
　　　　　三味線・唄：杵屋　多佳・杵屋多佳容
　　　　　笛：藤舎　華生　　立方：向平　美希
82
増築棟 1 階
セミナー室
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⑸　その他の事業
ア　資料の利用状況
ア　2014・2015・2016年度資料貸出状況
　2014年度
貸出日 貸出先機関名 貸出物品名 点数
種類
使用目的・展示会名
2014.
04.01
㈱ベネッセコ
ーポレーション
縄文鉢形土器（北白川式下
層鉢形土器）
1
写真掲載平成26年度進研ゼミ小学講
座『チャレンジ 6 年生』 ４
月号
2014.
05.01 ㈱宝島社
高松塚古墳再現展示室再現
壁画・石室画像
５
写真掲載
宝島特集号
2014.
07.01
～
10.17
島根県立古代
出雲歴史博物
館
伝佐紀陵山古墳出土蓋形埴
輪（レプリカ）
1
資料写真展示掲載
企画展「倭の五王と出雲の
豪族」
2015.
03.20
都城市教育委
員会
国府遺跡出土北白川下層式
土器
1
写真掲載
遺跡紹介DVD「むかし昔の
都城～旧石器・縄文時代編～」
2014.
09.27
～
11.24
下関市立考古
博物館
袈裟襷文銅鐸（四条畷市出
土） ２ 点、袈裟襷文銅鐸突
線鈕式 1 点、扁平鈕式 1 点、
平形銅剣（新居浜市出土）
５
資料写真展示掲載
特別展「青銅器と弥生人の
まつり― 祭具からみた祭
りのすがた―」
2014.
10.04
～
12.07
大阪府立近つ
飛鳥博物館
伝天理市柳本町渋谷出土石
枕
２
資料写真展示掲載
特別展「箸墓以降― 邪馬
台国連合から初期ヤマト政
権へ―」
2015.
02.10 ㈱小学館
伝佐紀陵山古墳出土蓋形埴
輪（レプリカ）
1
写真掲載
月刊誌『サライ』 3 月号
2015.
02.19 ㈱洋泉社
末永雅雄先生復元　帯金式
甲冑
1
写真掲載
『北陸から見た日本史』
合計利用件数　　　 8 件 合計利用資料数　　　17点
　2015年度
貸出日 貸出先機関名 貸出物品名 点数
種類
使用目的・展示会名
2015.
04.01
㈱ベネッセコ
ーポレーション
縄文鉢形土器（北白川式下
層鉢形土器）
1
写真掲載平成27年度進研ゼミ小学講
座『チャレンジ 6 年生』 ４
月号
2015.
04.01 ㈱芸術新聞社
木崎愛吉旧蔵本山コレクシ
ョン　興福寺南円堂銅燈台
銘　拓本
1
写真掲載
財前謙著『日本の金石文』
2015.
05.25 ㈱白鳳堂 黒漆桐文蒔絵行器 1
写真掲載
『ふでばこ31号』
2015.
06.01
㈱ペンクリエ
イティブ
瑠璃地草花大皿 1
写真放送BSフジ「にっぽんの源流を
辿る　潜入！日本の旧家!!」
2015.06上旬放送
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2015.
06.08
～
08.11
大阪大谷大学
博物館
正倉院御物飾小太刀（復
元）、紺糸威桶側鋲留腰取
五枚銅具足、中国甲骨文、
石斧・石斧未製品・石斧素
材、縄文土器・新羅土器、
弥生時代蛸壷形土器、鍬形
石、黒漆塗玳琩螺鈿合子、
竹陀硯（内藤湖南旧蔵・犬
養毅遺愛）、蟹（内藤湖南
旧蔵鉄細工物）、無所畏（犬
養毅揮毫）、職業婦人繪巻、
関西法律学校第 1 回卒業証
書、関西法律学校講義録、
化石人類復元胸像、関西大
学学歌（SPレコード）、SP
レコードコレクション
17
資料写真展示掲載
大阪大谷博物館企画展、か
んさい・大学ミュージアム連
携巡回展「大学の扉ひらく」
2015.
06.05
～
10.01
奈良国立博物
館
牽牛子塚古墳出土夾紵棺片 1
資料写真展示掲載
特別展「白鳳― 花ひらく
仏教美術―」
2015.
06.23
TSSプロダク
ション
西壁女子群像 1
写真放送「Japan in Motion」
フランス国ケーブルテレビ
放送
2015.
07.31
㈱セブンクリ
エイティブ
福田貝塚出土土偶 1
写真掲載世界文化社刊『にっぽん全
国　土偶手帖』、各種メデ
ィア
2015.
08.03
～
2016.
05.31
九州国立博物
館
磨製石棒 1
資料
展示掲載
文化交流展「海の道、アジ
アの路」
2015.
09.10
～
11.13
佐賀県立名護
屋城博物館
国府遺跡玦状耳飾（復元） 6
資料写真展示掲載
特別企画展「はるかなる海
上の道」
2015.
09.19
～
11.03
因幡万葉歴史
館
天理市渋谷出土石枕 1
写真掲載展覧会「土器枕～古代び
と、枕に眠る～」パネル展
示、解説冊子
2015.
11.25 ㈱新泉社
中国漢代　青銅儀杖飾　銅
鶏首
1
写真掲載
設楽博己著『〈十二支の〉
動物たちの考古学』
2015.
07.29
大阪商業大学
商業史博物館
職業婦人絵巻 1
写真掲載
「大阪商業大学商業史博物
館紀要」第16号、「平成26
年度秋季企画シンポジウム」
再録報告森隆男先生「『職
業婦人絵巻』に描かれた庶
民の暮らし」
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2015.
10.01
～
12.08
滋賀県立安土
城考古博物館
西小山古墳 衝角付冑・肩
甲・頸甲（復元）台付一括、
三角板・横矧板併用鋲留短
甲（復元） 1 点
椒古墳 竪矧板鋲留蒙古鉢
形冑・挂甲（復元）台付一括
塚堂古墳 横矧板革綴短甲・
小札草摺（復元）台付一括
４
資料写真展示掲載
特別展「倭五王海を渡る」
2015.
10.20
～
11.28
大阪商業大学
商業史博物館
『平治物語絵巻』（複製） 1
巻
1
資料写真展示掲載
企画展「北野恒富と中河内
― 知られざる大阪画壇の
発信源―」
2015.
10.03
～
12.27
笠岡市立郷土
館
本山彦一蒐集資料　津雲貝
塚出土資料　土偶、甕棺
２
写真
展示掲載
企画展「津雲貝塚と縄文文
化」展示パネル及びパンフ
レット
2015.
11.20
毎日新聞熊本
支局
本山コレクション解説電子
データ
1
資料展示
本山彦一を顕彰する会実行
委員会
2015.
12.18
～
2016.
01.24
岡山シティー
ミュージアム
日葉須媛陵古墳蓋形埴輪
（復元）
1
資料写真展示掲載
特別展「直弧文の世界」
2015.
12.01 ㈱新泉社
鉄三角板革綴衝角付冑・短
甲・装具（復元）
1
写真掲載田中晋作著「遺跡を学ぶ」
105『盾塚、鞍塚、珠金塚
古墳』
2016.
01.20 ㈱童夢 天理市渋谷古墳出土石枕 1
写真掲載
『マンガで楽しむ古典　万
葉集』
2016.
02.16
～
05.27
高槻市立今城
塚古代歴史館
伝岩戸山古墳出土石人頭
部、石靭
２
資料写真展示掲載
特別展「継体大王と筑紫君
磐井― 磐井の乱前後の畿
内と九州―」
2016.
03.31
四条畷市教育
委員会
四条畷砂山銅鐸 1
写真掲載
『四条畷市史第五巻　考古
編』
合計利用件数　　　22件 合計利用資料数　　　48点
　2016年度
貸出日 貸出先機関名 貸出物品名 点数
種類
使用目的・展示会名
2016.
04.01
㈱ベネッセコ
ーポレーション
縄文鉢形土器（北白川下層
式）
1
写真掲載平成28年度進研ゼミ小学講
座『チャレンジ 6 年生』 ４
月号
2016.
06.20
朝日新聞奈良
総局
渋谷向山古墳の石枕 1
写真掲載
朝日新聞奈良版「天皇陵古
墳を歩く」
2016.
06.27
～
07.27
個人 福田貝塚土偶 1
写真掲載
東京新聞水曜日夕刊連載
『土偶界へようこそ』
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2016.
07.04 ㈱洋泉社 帯金式甲冑（復元） 1
写真掲載
『歴史REAL　天皇と戦争の
古代史』
2016.
09.16
～
10.02
舞鶴市立赤れ
んが博物館
菅楯彦「職業婦人絵巻」 1
資料写真展示掲載
赤れんが博物館展示室、公
式フェイスブック
2016.
10.01
～
12.04
和歌山県立紀
伊風土記の丘
西小山古墳出土衝角付冑復
元品、頸甲・肩甲復元品、
三角板・横矧板併用鋲留短
甲復元品
3
資料写真展示掲載
平成28年度秋期特別展「岩
橋千塚とその時代― 紀ノ
川流域の古墳文化―」
2016.
10.08
～
12.04
高槻市教育委
員会
日本刀の製作工程見本（河
内國平刀匠作）、於吉野國平
浩之　昭和五十五年春吉日
２
資料写真展示掲載
秋季特別展「刀剣の精美～
乱世の名刀と大坂新刀～」
2016.
10.11
会津坂下町教
育委員会
本山コレクション　縄文土
器壺
1
写真掲載
『会津坂下町史第 ４ 巻資料
編Ⅰ』
2016.
10.22
～
12.04
滋賀県立安土
城考古博物館
牽牛子塚古墳出土夾紵棺破
片、興福寺旧東金堂本尊仏
頭（複製品）
２
資料写真展示掲載
平成28年度秋季特別展「飛
鳥から近江へ― 天智天皇
の意図を探る―」
2016.
10.29
～
2017.
01.09
青谷上寺地遺
跡展示館
エジプト神像、エジプト護
符
２
写真展示
ロビー展「ガラスの玉―
小さな世界―」
2016.
12.13
㈱メディア
プルポ
ガラス製品 15
写真放送2016年総務省事業　 ４ Kコ
ンテンツ番組「天満切子物
語（仮）」
2016.
12.16 ㈱平凡社 出土地不詳　琴柱形石製品 ２
写真掲載
別冊太陽『古墳時代の歴史
と美』
2017.
01.16
英国エディン
バラ大学講師
多字一石 7
写真掲載
Harvard University Asia 
Center；Word Embodied : 
Relics, Reliquaries, and 
Textual Images in the 
Jeweled Pagoda Mandalas
2017.
02.05 堺市 帯金式甲冑（復元） 1
写真掲載
第 6 回百舌鳥古墳群講演会
記録集『検証！河内政権論
― なぜ百舌鳥に大王陵が
築かれたのか―』
2017.
03.31
福岡市役所経
済観光文化局
文化財部埋蔵
文化財課職員
甲冑部分（復元） 3
写真掲載
「第 6 章考察　第 ４ 節　志
段味大塚古墳における小札
甲と付属具の構造」『志段
味大塚古墳Ⅲ』
合計利用件数　　　15件 合計利用資料数　　　43点
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イ　2014・2015・2016年度資料利用状況
　2014年度
利用日 利　用　者 利 用 物 品 名 利用内容 利用目的
2014.
05.12
天理市埋蔵文化財天理教
調査団 ４ 名
伝天理市柳本町渋谷出土　石枕
1 点
実見
写真撮影
資料調査
2014.
08.01 宮内庁書陵部首席調査官 琉球勾玉 ５ 点
実見
写真撮影
実測
資料調査
2014.
10.08
関西大学文学部非常勤講
師
本山コレクション　国府遺跡出
土弥生土器・土師器
実見
写真撮影
資料調査
教材作成
2014.
11.19 笠岡市教育委員会
本山コレクション　津雲貝塚資
料
実見
写真撮影
資料調査
2015.
01.17
関西大学大学院博士課程
後期課程
本山コレクション　舟形石棺
実見
写真撮影
資料調査
2015.
02.12
～
02.13
岩手県立博物館　学芸員
本山コレクション岩手県内出土
資料714点
実見
写真撮影
実測
資料調査
　2015年度
利用日 利　用　者 利 用 物 品 名 利用内容 利用目的
2015.
04.27 NHK大阪放送局 金銀出入帳
実見
写真撮影
制作番組
参考資料
2015.
07.09
長野県埋蔵文化財センター
調査部　調査第 3 課長
大阪府国府遺跡出土 玦状耳飾
実見
写真撮影
学術論文
作成
2016.
02.24 西尾市教育委員会 西尾貝塚資料
実見
写真撮影
資料調査
2016.
03.15 千葉大学文学部准教授
福岡県高上山古墳出土 鹿角製
刀剣装具 3 点（把頭、把縁、鞘
尻）
実見
写真撮影
実測
資料調査
　2016年度
利用日 利　用　者 利 用 物 品 名 利用内容 利用目的
2016.
05.25
独立行政法人国立文化財
機構　奈良文化財研究所　
研究員
鉄地金銅製杏葉 ２ 点、杏葉四種
6 点
写真撮影
実測
資料調査
2016.
06.07
和歌山県立紀伊風土記の
丘学芸課
西小山古墳出土　衝角付冑、頸
甲、肩甲、三角板・横矧板併用
鋲留短甲（復元品）
実見
写真撮影
平成28年度
秋期特別展
資料調査
2016.
07.13 大阪歴史博物館学芸課
太王陵出土　塼ほか朝鮮半島関
連資料
実見
写真撮影
平成29年度
予定特別展
調査
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2016.
07.24
～
07.25
福岡大学考古学研究室大
学院生
出土地不詳　鉄地金銅張楕円形
忍冬文杏葉 1 点、出土地不詳　
鉄地金銅張鐘形杏葉 1 点、鉄製
兵庫鎖付青銅製壺鐙 1 組
実見
写真撮影
実測
資料調査
2016.
10.22 宮内庁書陵部首席調査官 本山コレクション　子持勾玉 実見 資料調査
2016.
11.30
～
12.02
立命館大学大学院文学研
究科学生
本山コレクション　蔵骨器
実見
写真撮影
実測
資料調査
2016.
12.01 個人
円照寺墓山 1 号墳出土　鹿角製
鞘尻 1 点、高上山古墳出土　鹿
角製把頭 1 点、高上山古墳出土　
鹿角製把縁 1 点
実見
写真撮影
資料調査
2017.
01.11
京都大学白眉センター
特定助教
円照寺墓山古墳出土刀装具類
実見
写真撮影
実測
資料調査
2017.
02.20
西尾市史　執筆員　他 1
名
西尾貝塚出土品
実見
写真撮影
実測
資料調査
2017.
03.13
～
03.15
笠岡市教育委員会生涯学
習課
津雲貝塚関連資料
実見
写真撮影
実測
資料調査
イ　博物館実習の受け入れ
ア　博物館実習履修生の受入数
年　度 学　部 ４ 年次 3 年次 計 大学院
科目等
履修生
学芸員
コース
合　計
（名）
2014
文  8 29 37
２ 1 0 46その他  ２  ４  6
合計 10 33 43
2015
文  7 32 39
２ 6 0 53その他  3  3  6
合計 10 35 45
2016
文  8 34 42
1 ４ 0 50その他  0  3  3
合計  8 37 45
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イ　博物館実習展の開催
年　度 期　間 テ　ー　マ 入館者数
2014 11.09～11.14
「神となった人間―菅原道真―」「一九六三　あ、映画」
「アールヌーボーと日本」「大阪・堺・阪堺電車～都市を
つなぐ道～」
527
2015 11.08～11.13
「秋彩　紅葉と落葉の色めぐり」「地獄」「光の二百年～あ
かりと歩む日本人～」「旅人のすがた～江戸から昭和～」
502
2016 11.01～11.15
「大坂商人の世界」「お金の姿」「明治の装い」「上方の粋
もの展～多様性が育んだ美～」
414
ウ　地域連携事業
ア　北大阪ミュージアム・ネットワーク事業
事業者名：北大阪ミュージアム・ネットワーク
　　　　　　　代表者　吹田市立博物館　館長　中牧　弘允
北大阪（淀川以北）にある博物館53館園が緩やかに連携して構成
　事業 1 　ミュージアムメッセを11月中旬に開催。
　　　　　場所：国立民族学博物館　ホール等
イ　かんさい・大学ミュージアム連携実行委員会事業
事業者名：かんさい・大学ミュージアム連携実行委員会
　　　　　　　代表者　関西大学博物館　館長
滋賀県・大阪府・和歌山県・奈良県・兵庫県にある大学ミュージアムが連携して構成。
構成団体：追手門学院大学附属図書館宮本輝ミュージアム、大阪青山歴史文学博物館、
　　　　　大阪医科大学歴史資料館、大阪大谷大学博物館、大阪音楽大学音楽博物館、
　　　　　大阪芸術大学博物館、大阪樟蔭女子大学田辺聖子文学館、
　　　　　大阪商業大学商業史博物館、大阪商業大学アミューズメント産業研究所、
　　　　　大阪大学総合学術博物館、関西大学博物館、関西学院大学博物館、
　　　　　滋賀大学経済学部附属史料館、常翔歴史館、奈良大学博物館、
　　　　　武庫川女子大学附属総合ミュージアム設置準備室、
　　　　　和歌山大学紀州経済史文化史研究所
